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多良木町の地方創生への取組 vol.2

「米ブランド化へ向けた多良木町の挑戦」
　

政
府
の
推
計
に
よ
る
と
、
国
内

全
体
の
コ
メ
需
要
は
年
間
８
万
ト

ン
ペ
ー
ス
で
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

若
者
の
コ
メ
離
れ
と
言
わ
れ
る
中
、

消
費
は
減
少
の
一
途
で
す
。
ま
た

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
が
発
効
さ
れ
る
と
安

い
米
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
米
産

地
は
ピ
ン
チ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
米
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
よ
り
付
加
価
値
を
付

け
、
生
き
残
り
を
図
る
産
地
や
生

産
者
が
い
ま
す
。
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
、

米
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。
日
本
に

は
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
が
主
催

す
る
『
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
』
と
静
岡
県
等

が
主
催
す
る
『
お
米
日
本
一
コ
ン

テ
ス
ト
in
し
ず
お
か
』
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
る
と
多
く
の
米

屋
さ
ん
が
ブ
ラ
ン
ド
米
を
買
い
求

め
る
よ
う
に
な
り
、
高
値
で
取
引

を
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

　

個
人
で
は
、
山
形
県
高
畠
町
の

農
家
遠
藤
五
一
さ
ん
が
代
表
さ
れ

ま
す
。
遠
藤
さ
ん
は
上
和
田
有
機

米
生
産
組
合
を
設
立
し
、
『
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際

大
会
』
で
２
０
０
３
年
に
品
種
別

部
門
金
賞
か
ら
２
０
０
７
年
に
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
褒
賞
を
受
賞
す
る
ま

で
、
５
年
連
続
で
受
賞
し
、
殿
堂

入
り
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
遠
藤

さ
ん
が
つ
く
る
米
は
日
本
有
数
の

高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
遠
藤
さ
ん
は
テ
レ
ビ
番
組
「
鉄

腕
ダ
ッ
シ
ュ
」
で
通
称
「
男
米
」

を
指
導
・
監
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
良
木
町
の
地
方
創
生
事
業

で
は
、
遠
藤
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
昨
年
11
月
に
多
目
的
研
修
セ

ン
タ
ー
研
修
室
に
お
い
て
講
演
会

　「地方創生」とは、東京一極集中を解消し、地方の人口減少に歯止めをかけるとともに、国全体の活力

を上げようとする第２次安倍政権の一連の政策を言い、全国の多くの市区町村で地方版総合戦略が策定さ

れました。

　全国一律ではなく、地域ごとの資源や特性を生かし、安定した雇用を創出することや若い世代の結婚・

出産・子育ての希望をかなえることなど、総合戦略に掲げた地域を活性化するための取り組みには、交付

金制度が設けられています。多良木町もこの交付金を活用して地方創生に取組みはじめました。その取組

についてご紹介していきます。

米
ブ
ラ
ン
ド
化
の
必
要
性

米
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦
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第18回米・食味分析鑑定コンクールでは

5,671袋の検体が出品されました。

を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
に
は
遠

藤
さ
ん
が
つ
く
っ
た
コ
シ
ヒ
カ
リ

と
多
良
木
町
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
食

べ
比
べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
味
の

違
い
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
遠
藤
さ
ん
が
作
っ

た
米
と
遜
色
な
い
ほ
ど
地
元
産
米

を
美
味
し
い
と
評
価
し
た
人
も
少

な
く
な
く
、
古
く
か
ら
米
ど
こ
ろ

と
知
ら
れ
る
地
元
産
米
の
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
熊
本
県
菊
池
市
で

開
催
さ
れ
た
『
第
18
回
米
・
食
味

分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
』
で
は
、
多
良
木
町
の
農
家
か

ら
16
検
体
を
出
品
し
ま
し
た
。
自

分
が
作
っ
た
米
の
評
価
を
受
け
て

み
た
い
と
参
加
し
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
、
最
終
選
考
に
残
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
５
月
、
米
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
組
む
農
家
を
募
集
し
、
「
た
ら

ぎ
田
ん
ぼ
の
チ
カ
ラ
研
究
会
」
を

立
ち
上
げ
、
遠
藤
さ
ん
指
導
の
下
、

栽
培
方
法
や
勉
強
会
を
通
し
て
平

成
29
年
産
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
米
の
試

験
栽
培
に
取
組
み
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
数
は
現
在
10
人
で
、

今
後
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
は
会
員
の
増
加
と
取
組

圃
場
の
拡
大
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
米
の
品
質
改
善
に
努
め

な
が
ら
米
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
、

入
賞
等
の
実
績
を
上
げ
な
が
ら
町

全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

米
の
品
質
向
上
に
向
け
た
取
組

と
並
行
し
て
販
路
開
拓
に
つ
い
て

は
、
米
流
通
市
場
に
詳
し
い
専
門

家
や
都
市
部
で
米
販
売
す
る
有
力

な
米
屋
さ
ん
た
ち
を
講
師
に
迎
え
、

流
通
や
販
売
に
関
す
る
勉
強
会
・

研
修
会
を
行
い
な
が
ら
、
東
京
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
展
示
会
や
商
談

会
へ
の
参
加
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
２
月
に
は
東
京
で

開
催
さ
れ
た
「
第
12
回
生
産
者
・

Ｊ
Ａ
と
流
通
業
者
と
の
米
の
商
談

会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
う
え
で

重
要
な
要
素
と
な
る
商
品
デ
ザ
イ

ン
は
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
に
よ
り
、
「
そ
の

米
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
数
百
年
の
年
月
を
重
ね
続
け

た
、
ひ
と
の
想
い
が
作
り
あ
げ
た

も
の
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

デ
ザ
イ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
『
百
太
郎
溝
や
幸
野
溝
に

代
表
さ
れ
る
先
人
た
ち
の
情
熱
を

受
け
継
ぎ
、
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
多
良
木
町
の
歴
史
に
胸
を

張
れ
る
米
作
り
』
を
念
頭
に
置
い

た
多
良
木
町
ら
し
い
も
の
と
い
え

ま
す
。

　

米
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
の
誕
生

と
と
も
に
米
の
食
味
評
価
が
確
立

し
、
こ
の
評
価
を
動
機
と
し
て
ブ

ラ
ン
ド
米
を
高
値
で
購
入
す
る
消

費
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
東
京
圏
で
販
売
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
は
な
か
っ
た
九
州

の
米
や
小
さ
な
産
地
で
も
米
を
高

値
で
販
売
で
き
、
生
き
残
れ
る
方

向
性
が
見
え
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

多
良
木
町
の
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の

挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ま
、
ど
う
ぞ
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

販
路
の
開
拓
に
向
け

ブ
ラ
ン
ド
化
デ
ザ
イ
ン

遠藤さんの水田巡回の様子。葉色や水管

理を確認されました。

２月に東京で行われた商談会での様子。

 
百
年
の
歴
史
。
千
年
へ
の
挑
戦
。

 
の
米
は
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

時
を
超
え
て
重
ね
続
け
た
、

人
の
想
い
が
作
り
あ
げ
た
も
の
。

↑フライヤー（チラシ）

ロゴマーク
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Taragi Town Topics

　

９
月
９
日
、
県
立
多
良
木
高
等

学
校
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
阿
久

根
市
の
県
立
鶴
翔
高
等
学
校
と
同

校
の
野
球
部
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
の
練
習
試
合
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
試
合
後
は
多
良
木
町

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
交
流
会

が
開
か
れ
、
両
校
生
徒
に
よ
る
出

し
物
な
ど
で
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

本
町
が
寝
台
特
急
の
ブ
ル
ー
ト

レ
イ
ン
を
簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て

導
入
す
る
際
、
先
に
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
を
簡
易
宿
泊
施
設
と
し
て
開

業
し
て
い
た
阿
久
根
市
を
研
修
・

視
察
し
た
縁
か
ら
、
こ
れ
ま
で
両

市
町
は
、
物
産
品
販
売
の
交
流
な

ど
も
行
っ
て
お
り
、
平
成
26

年
度

に
は
「
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す

る
協
定
」
も
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

多
良
木
高
等
学
校
が
平
成
31

年

３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
た
め
、

両
校
の
部
活
動
を
通
じ
た
交
流
は

今
回
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
形

を
変
え
な
が
ら
も
今
後
も
本
町
と

阿
久
根
市
と
の
交
流
は
続
い
て
い

き
ま
す
。　

ブルートレインがつなぐ「海のまち・山のまち」交流事業

　

９
月
22
日
、
多
良
木
町
民
体
館
に
お

い
て
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
４
町
村

（
多
良
木
町
・
あ
さ
ぎ
り
町
・
湯
前
町
・

水
上
村
）
合
同
推
進
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
は
、
多
良
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
で
開
演
し
、
交
通
事
故
の
当

事
者
の
多
く
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
や

夜
間
は
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
重
要
性

に
つ
い
て
を
テ
ー
マ
に
、
ビ
デ
オ
上
映

や
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
「
ジ
ュ
グ
リ
ッ

タ
ー
」
の
寸
劇
が
あ
り
ま
し
た
。

　

４
町
村
長
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
の

後
、
パ
ト
カ
ー
が
出
発
し
、
各
町
村
内

で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

アロマテラピーで癒されました！ 秋の全国交通安全運動
４町村合同推進大会開催

　

多
良
木
学
園
の
子
ど
も
達
が
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
ハ
ン
ド

セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ア
ロ
マ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
る
犬
童
忍
さ
ん
（
久
米
）・

増
本　

正
子
さ
ん
（
福
岡
県
在
住
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
達
に
癒
し
の
時
間
を
提
供

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ロ
マ
の
香
り
に
癒
さ

れ
、
優
し
い
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
受
け
、
子
ど
も
達
も
「
気
持
ち

良
い
で
す
」
「
な
ん
だ
か
眠
く
な
っ

て
き
ま
し
た
」
な
ど
、
会
話
も
飛

び
交
い
と
て
も
楽
し
く
・
心
地
の

良
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
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全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
優

良
な
和
牛
が
一
堂
に
会
し
、
「
高
め

よ
う
生
産
力　

伝
え
よ
う
和
牛
力

明
日
へ
つ
な
ぐ
和
牛
生
産
」
を
テ
ー

マ
に
、
和
牛
の
生
産
性
や
改
良
成

果
な
ど
を
競
う
第
11

回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
城
大
会
が
、
９
月

７
日
（
木
）
か
ら
９
月
11
日
（
月
）

ま
で
夢
メ
ッ
セ
宮
城
（
仙
台
市
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
、
種
牛
３
３
０

頭
、
肉
牛
１
８
３
頭
、
合
計
５
１
３

頭
の
出
場
が
あ
り
、
過
去
最
大
規

模
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
良
木
町
の
益
田
了
さ
ん
の
牛

２
頭
を
含
む
球
磨
産
牛
３
頭
が
、
第

６
区
（
高
等
登
録
群
）
に
出
場
し
、

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
中
で
、
そ

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

 

第
六
区
（
高
等
登
録
群
）

　

や
す
ふ
く
号
（
益
田　

了
）

　

や
す
ふ
く
２
号
（
益
田　

了
）

　

や
す
し
げ
（
水
上
村　

村
山
清

　

張
）　
　

１
等
賞　

２
席

 

※
高
等
登
録
郡
と
は
高
等
登
録
を

さ
れ
た
母
牛
と
娘
牛
及
び
孫
娘
牛

の
直
系
３
代
に
わ
た
る
３
頭
を
１

群
と
し
て
出
品
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

９
月
16
日
、
人
吉
球
磨
地
域
を
主

会
場
に
県
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
良
木
町
で
は
、
多
良

木
高
校
第
１
体
育
館
に
お
い
て
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
、
同
校
第
２
体

育
館
に
お
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
男
子
、
多
良
木
町
民
体
育
館
に

お
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
で

中
止
さ
れ
て
い
た
た
め
２
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
型

台
風
18

号
の
接
近
に
よ
り
16

日
・

17
日
の
開
催
予
定
だ
っ
た
大
会
は
、

16

日
の
み
の
開
催
と
な
り
、
多
良

木
町
多
目
的
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
予
定
だ
っ
た
陸
上
競
技
な
ど

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

種
目
別
で
は
、
球
磨
郡
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
２
位
、
水
泳
女
子
２
位
（
男

女
総
合
３
位
）
、
馬
術
２
位
、
ク
レ
ー

射
撃
３
位
、
卓
球
３
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
は
水

泳
女
子
50

メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
で
三

宅
恵
梨
香
さ
ん
（
25

歳
以
上
）
が

３
位
、
同
じ
く
50

メ
ー
ト
ル
平
泳

ぎ
で
井
上
貴
美
子
さ
ん
（
35

歳
以

上
）
が
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
開
催
地
と
な
っ
た
人
吉

市
は
総
合
で
５
位
、
球
磨
郡
は
総

合
11

位
（
20

郡
市
中
）
の
成
績
で

し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。　

５年に１度の和牛日本一決定戦

第11回全国和牛能力共進会宮城大会に球磨産牛が出場！

第 72回熊本県民体育祭　人吉球磨大会開催！

Taragi Town Topics

女子バレー（手前が球磨郡） 男子バスケ（ユニフォーム白が球磨郡）
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第
59
回
熊
本
日
日
新
聞
社
の
金
婚

夫
婦
巡
回
表
彰
が
、
９
月
14
日(

木)

に
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
同
社
の
池
下
敬
一

郎
事
務
局
次
長
か
ら
代
表
者
の
藤
本

勝
利
さ
ん
・
清
子
さ
ん
夫
婦
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
続
い
て
吉

瀬
浩
一
郎
町
長
か
ら
代
表
者
の
那
須

吉
人
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん
夫
婦
に
町

か
ら
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
池
下
事
務
局
次
長
と
吉

瀬
町
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
金
婚
夫

婦
を
代
表
し
て
前
田
榮
功
さ
ん
・
タ

エ
子
さ
ん
夫
婦
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
表
彰
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
今
年
度
の
表
彰
該
当
者
は
、
昭
和

42
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
結
婚
さ
れ
、
今
年
で
結
婚
50
年

に
な
る
ご
夫
婦
で
す
。

※
表
彰
に
は
、
事
前
の
申
込
み
が
必

要
で
す
。
毎
年
５
月
～
６
月
頃
に
回

覧
等
で
ご
案
内
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

金
婚
夫
婦
表
彰
者
（
敬
称
略
）

【
多
良
木
地
区
】

覀  

武
次
郎
・ 

タ
ミ 

（
１
区
２
）

荒
嶽 

文
継
・ 

益
代 

（
２
区
１
）

池
﨑 

通
孝
・ 

行
子 

（
２
区
１
）

神
瀨 

能
幸
・ 

美
和 

（
２
区
２
）

岩
崎 

次
則
・
都
代
子
（
３
区
１
）

平
田 

久
冨
・ 

悦
子 

（
３
区
１
）

藤
本 
勝
利
・ 

清
子 

（
３
区
１
）

杉
本 

義
隆
・ 

圭
子 

（
４
区
１
）

那
須 

芳
德
・
ヤ
ス
ヱ
（
６
区
１
）

永
谷 

道
夫
・ 

欣
子 

（
７
区
２
）

赤
池 

勝
廣
・ 

信
子 

（
８
区
１
）

長
友 

利
弘
・
エ
イ
コ
（
８
区
１
）

渕
田 

勝
彦
・ 

ヨ
リ 

（
８
区
１
）

脇
﨑 

輝
男
・ 

令
子 

（
９
区
１
）

江
島 

虎
男
・ 

幸
子 

（
９
区
２
）

小
田 

勝
成
・ 

伸
惠 

（
９
区
２
）

宮
原 

三
男
・
カ
ツ
子
（
９
区
２
）

椎
葉 

康
男
・
節
子 

（
10
区
１
）

【
黒
肥
地
地
区
】

坂
下 

末
雄
・ 

ミ
ド
リ 

（
３
区
）

尾
方 

清
一
・ 

民
子　

 

（
５
区
）

前
田 

榮
功
・ 

タ
エ
子 

（
７
区
）

池
田 

喜
久
夫
・
チ
ヅ
エ
（
８
区
）

吉
永 

利
雄
・
テ
ル
子
（
東
９
区
）

岩
元 

憲
一
・
ヤ
ス
子
（
西
９
区
）

【
久
米
地
区
】

那
須 

吉
人
・ 

久
美
子 

（
２
区
）

奥
野 

道
夫
・ 

加
代
子 

（
５
区
）

河
村　

勝 

・ 

律
子　

 

（
５
区
）

鮫
島 

良
夫
・ 

ツ
ル
エ 

（
５
区
）

落
合 

沖
弘
・ 

尊
子　

 

（
７
区
）

愛
甲 

五
男
・ 

美
津
子 

（
８
区
）

祝　金婚夫婦　多良木町は 30 組
～熊本日日新聞社巡回表彰～

謝辞を述べる

前田さん夫妻

熊日新聞社からの記念品を

受取られる藤本さん夫妻

多良木町から記念品を

受取られる那須さん夫妻
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事後届出制の手続きの流れ

届出の手続 届出の必要な土地取引

大規模な土地取引には届出が必要です
　「十」と「一」で『土』。10 月１日は土地の日、

10 月は『土地月間』です。

　　土地は、現在のみならず、将来の国民にとっ

ても限られた貴重な資源であり、国民の諸活動

にとって不可欠な基盤です。

土地売買等届出書のダウンロード　　　http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_1796.html

お問合せ先　熊本県　企画振興部　地域振興課　地域づくり調整班　　電話：096-333-2181

　　　　　　多良木町役場　企画観光課　企画改革係　　　　　　　　電話：0966-42-1257

●届 出 者　土地の権利取得者（売買の場合であれば買主）

●届出期限　契約締結日を含めて２週間以内

　　　　　　（事前届出制の場合は異なります。）

●届出窓口　土地の所在する市区町村の国土利用計画法担

　　　　　　当課

●主な届出事項

（１）契約当事者の氏名・住所等

（２）契約締結年月日

（３）土地の所在および面積

（４）土地に関する権利の種別および内容

（５）取得した土地の利用目的

（６）土地に関する対価の額

●提出する書類

（１）届出書

（２）土地取引に係る契約書の写しまたはこれに代わるそ

　　  の他の書類

（３）土地の位置を明らかにした縮尺５万分の１以上の地

　　  形図

（４）土地およびその付近の状況を明らかにした縮尺５千

　　  分の１以上の図面

（５）土地の形状を明らかにした図面

（６）その他（必要に応じて委任状等）

【取引の形態】

●売買　　　　　●交換

●営業譲渡　　　●譲渡担保

●代物弁済　　　●現物出資

●共有持分の譲渡

●地上権・賃借権の設定・譲渡

●予約完結権・買戻権等の譲渡

●信託受益権の譲渡

●地位譲渡

●第三者のためにする契約

　（※これらの取引の予約である場合

　  も含みます）

【取引の規模（面積要件）】

①市街化区域 2,000㎡以上

②①を除く都市計画区域 5,000㎡以上

③都市計画区域以外の区域

　（多良木町内）10,000㎡以上

※個々の面積は小さくても、権利を取

　得する土地の合計が上記の面積以上

　となる場合には届出が必要です。

　土地を利用すれば地域の人々の生活や周辺の自

然環境にも影響を及ぼすので自分勝手な土地利用

は、周りの人々や将来の人々にまで迷惑をかける

ことになるかもしれません。

　このため、土地は地域全体の住みやすさや自然

環境との調和などを考えて、適性に利用すること

が大切です。

　国土利用計画法は、こうした考えに基づいて、

乱開発や無秩序な土地利用を防止するために、一

定面積以上の大規模な土地取引をしたときは、都

道府県などにその利用目的などを届け出て、審査

を受けることとしています。

権
利
譲
渡
者

市
町
村
長

権
利
取
得
者

都
道
府
県
知
事

↔︎ →︎ →︎
→

契約 届出
送付

意見
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１１月１４日は「世界糖尿病デー」～人吉球磨地域ブルーライトアップ活動～

糖尿病の予備群が増えています！県内 2 位！

3

3.5

3.7
3.94

4
4.5 4.3

5

5.5
5.5

6
6

6.5

%

糖尿病が疑われる方の割合（HbA1c6.5 以上）

健診をまだ受けていない方へ（10 月 26 日・27 日の住民健診のお知らせ）

申込・問合せ先：多良木町保健センター（電話 42-1100）

～今年はどんな形？公立多良木病院のブルーライト！～

　ブルーライトアップ活動は、糖尿病の予防を周知するため

に、建造物をシンボルカラーのブルーでライトアップする活

動で、平成 19 年から世界各地で展開し今年で 11 年目になり

ます。人吉球磨地域でも平成 26 年から取組んでおり、昨年は

8ヶ所の医療機関や保育園（公立多良木病院、人吉医療セン

ター、球磨病院、堤病院、緒方医院、岩井クリニック、外山

胃腸病院、さざなみ保育園）にライトが灯りました。今年も

引き続きブルーライトアップ活動を通し、地域一体となった

取組で糖尿病の発症・重症化予防を目指します。

　実施する健診は、国保特定健診・後期高齢者健診・すこやか健診・肺がん検診・胃がん検診・大

腸がん検診・前立腺がん検診・腹部超音波検診・肝炎検査です。

　4月に受診しそびれた方は、是非、この機会に受診をしてください。申し込みをしていない方も

ご連絡を頂くと受診票を送付できますので、保健センターにご連絡ください。

　多良木町の平成27年度国保特定健診結果では、

糖尿病が疑われる方※の割合が、県平均は 4.0％

なのですが、多良木町は 6.0％でとても多く、「県

内で 2 位」という心配な結果となりました（平

成 26 年度は 5.5％で 3 位）。平成 27 年度は前年

度受診率 48.1％から 57.5％へ上がったため、受

診者が増えたことも理由のひとつではあります

が、元々、多良木町は糖尿病予備群が多い上、

さらに増えてきていると考えられます。糖尿病

や高血圧が悪化すると、慢性腎不全や脳梗塞、脳出血をひき起こす可能性があります。そうなると、

医療費はさらに高額になり、生活を大きく変えなくてはならなくなります。糖尿病や高血圧は、き

ちんと治療を継続し、医師の指示を守って生活していけば上手に付き合っていける病気です。自己

判断で治療を中断しないようにしましょう。健診後に紹介状が出た方で、病院を受診していない方

はいらっしゃいませんか？健診を受けずに過ごしている方はいませんか？町保健センターからも、

受診が済んでいない方を訪問でまわっています。既に受診された方へも、その後の経過などを確認

させていただくため訪問していますので、ご了承ください。生活習慣病は静かに進行する病気です。

症状が出てからでは遅い場合も多くあります。治療が必要な方は早急に受診をし、年に 1 回は健診

を受けましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （参考資料：H28.11 月熊本県国保連合会作成資料）

（H27 年 於　公立多良木病院）

保健センタ—だより

多良木町 県平均

H26 H27

錦町

※ヘモグロビンA1c が 6.5 以上で治療していない方。
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国民年金インフォメーション

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

国民年金保険料の「後納制度」について

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納め

た場合と同様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽減されま

す。

　控除の対象となるのは、平成２９年１月から１２月までに納められた保険料の全額です。

過去の年度分や追納された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金

保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。

　なお、平成２９年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるために

は、年末調整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類

の添付が必要となります。

　このため、平成２９年１月１日から９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された方

には、１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送ら

れますので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。（平

成２９年１０月１日から１２月３１日までの間に、今年はじめて国民年金保険料を納められ

た方へは、翌年の２月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味

方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましょう。

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することで将来の年金額を増やすことが

できる「後納制度」が平成２７年１０月から平成３０年９月までの３年間に限り実施されて

います。

　後納制度を利用することで年金額を増やすことや、年金の受給ができなかった方が受給資

格を得られることがあります。

　従来、老齢年金を受け取るためには、保険料納付済期間と保険料免除期間などを合算した

資格期間が原則として２５年以上必要でしたが、平成２９年８月からは、資格期間が１０年

以上あれば老齢年金を受け取ることができるようになりました。そのため、後納制度を利用

し不足している保険料を納めることにより、年金の受給ができなかった方が受給資格を得ら

れる可能性があります。

　ただし、すでに老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。

　後納制度を利用するには、申込みが必要です。

　詳しくは、「ねんきん加入者ダイヤル」（０５７０ー００３ー００４）または八代年金事務

所（０９６５ー３５ー６１２３）へお問合せください。
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地域学校保健委員会だより

　第１回目の地域学校保健委員会が開かれました。

　多良木町の児童生徒がよりよい健康生活をおくるためにはど

うしたらよいか…。

　学校、三師会（内科医・歯科医・薬剤師）、保護者代表と教

育委員会で話し合いました。

　本年度も、「生活リズムを整えよう！！

～早寝・早起き・朝ごはん～」をテーマに健康教育に取り組み

ます。

　今回の会議で話題となったのは、視力低下についてです。

　スマートフォンやタブレットの使用など、インターネット接

続端末を所持する児童生徒が増えてきました。今後、それらの

使用ルール等について、検討課題となりました。

　また、２学期は、それぞれの学校で健康講話を実施します。

教育委員会だより

　今年度から多良木町教育委員会が実施している「多良木町中学生国内留学プログラム事業」の本研

修が、８月21日（月）から25日（金）まで、立命館アジア太平洋大学等（別府市）にて行われ、多

良木中学校の生徒12名が留学生リーダー４名と英語を使って様々な活動を行いました。

　研修初日に訪れた立命館アジア太平洋大学では、学生の約半数を海外からの留学生が占める国際性

豊かな学風を肌で感じ、留学生リーダーの出身国についての紹介を聞いたり、英語でインタビューを

したりして異文化への理解を深めました。

　２日目・３日目には、安心院町・湯布院でのフィールドワークを行い、それぞれの地域が行ってき

た活性化の事例や魅力について学びました。フィールドワークの後は、グループごとに安心院町と湯

布院で学んできたことをポスターにまとめ、英語での発表を行いました。

　４日目からは、フィールドワークを行った地域と多良木町を比較し、「特産品」「自然」「産業と観光」

の観点から多良木町にしかないもの・多良木町に足りないものについて考え、まちづくりについての

アイディアを出し合いました。そして、これまで学んだことをもとに自分たちがみんなに伝えたい「多

良木町」のＰＲビデオの作成に取り組みました。

　すべての活動を、留学生リーダーたちと英語で会話しながら行いました。学習以外の時間にも一緒

に食事をしたり、英語でのゲームをしたりして距離を縮めていきました。初めは口数も少なかった生

徒たちですが、研修が進むにつれて、積極的に英語で発話することが増えていきました。

　最後に、生徒たちは、この研修を今後どのように活かしていくかについて考え、「これからもっと外

国の人たちとコミュニケーションを取れるように英語を学習する」や、「多良木町のことをもっと知っ

て、多くの人に訪れてもらえるような町にする」など未来に向けた行動宣言を行い、５日間の研修を

終えました。

中学生国内留学プログラム～本研修～
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平成 29 年全国地域安全運動について
　10 月 11 日は「安全・安心なまちづくりの日」です。警察庁などでは、毎年 10 月 11 日～ 20 日

までの 10 日間を「全国地域安全運動」と定めて、各地の防犯協会や防犯ボランティア団体とともに、

地域安全活動の強化や、相互間の連携の一層の緊密化を図っています。

　ヘルプカードは、熊本県障がい者支援課や人吉保健所、

多良木町役場町民福祉課等の窓口で、 無料 ( 申請不要 ) で

配布しています。また、熊本県のホームページに印刷用

データが公開されています。

　市販の名札ケースやパスケース等を使って周囲から見えやすい場所につけて携行してください。

　ヘルプカードとは、内部障がいや発達障がい、難病の方など外

見からわからなくても援助や配慮を必要としている方々が、周

囲の方に配慮を必要としていることを知らせるためのものです。

カードを見かけたら思いやりのある行動をお願いします。

・警察は、関係機関・団体と協力し、更なる地域安全活動の強化を図ります。

・住民の皆さまにも、子どもや女性が被害者となる前兆事案（声かけ・つきまとい）

や特殊詐欺（振り込め詐欺等）に係る情報など早期通報をよろしくお願いします。

・子どもたちの安全確保や地域の犯罪防止を図るため、県内で発生した犯罪・前

兆事案等についてメール配信のサービス（ゆっぴー安心メール：登録無料）もあ

ります。ぜひ、ご活用ください。

・皆さまが安心して暮らせる地域社会の実現に努めますのでご理解とご協力をよろしくお願いします。

「全国地域安全運動」

○期　　間 １０月１１日（水）～１０月２０日（金）までの１０日間

○運動重点 子どもと女性の犯罪被害防止

　  特殊詐欺の被害防止

【お問合せ先】多良木警察署・多良木地区防犯協会　電話：４２－４１１０

【お問合せ先】熊本県 健康福祉部 障がい者支援課 社会参加支援班　電話：０９６－３３３－２２３５

　　　　　　 多良木町役場　町民福祉課　福祉係　電話：４２－１２５６

気づいて
ください

！

ヘルプの
サイン � �裏面には、具体的に支援してほしいことを記入

できます。

（記入例）

・耳が聞こえにくいので、ゆっくり話してくだ

さい。

・妊娠中で、具合が悪くなることがあります。

・パニックになった時は、静かな場所へ誘導し

てください。

　　　このQRコードを

　読み込むとメール送信画面に

なりますので、空メールを送信し

　て会員登録を行ってください。

（メールアドレス：k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp）
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Information
▼
受
講
日
時
　
11
月
14
日(

火)

▼
定
　
員
　
40
人

▼
受
講
資
格
　
小
型
車
両
系
建
設
機
械

　
（
整
地
用
）
の
資
格
保
有
者

▼
受
講
料
　
１
３
，
５
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
含
む
）

▼
申
込
期
間
　
11
月
10
日(

金)

ま
で

▼
場
所
・
問
合
せ
・
申
込
先

　
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
電
話
　
２
２
‐
２
４
７
５

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
解

体
用
）
特
別
教
育
開
催
に

つ
い
て

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ

せ
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

犬
の
し
つ
け
教
室
参
加
者
募
集

に
つ
い
て
（
参
加
費
無
料
）

▼
問
合
せ
先

　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
電
話 

０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
７
５
３

　
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条

件
の
変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と

の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

自
主
解
決
が
難
し
い
場
合
に
、
話
し
合

い
に
よ
る
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
は

簡
単
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
正
規
社
員
お
よ
び
非

正
規
社
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
主

の
方
も
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
ず

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
愛
犬
と
楽
し
く
学
べ
る
し
つ
け
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
飼
い
犬
同
伴
で
の
参

加
も
可
能
で
す
。
プ
ロ
の
訓
練
士
の
先

生
に
教
え
て
い
た
だ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
（
受
付
９
時
30
分
～
）

　
①
10
月
22
日(

日)

10
時
～
12
時

　
②
11
月
19
日(
日)

10
時
～
12
時

▼
場
　
所

　
①
球
磨
畜
産
農
業
協
同
組
合
牛
の
係

　
　
留
所
南
側

　
②
人
吉
市
中
川
原
公
園

▼
講
　
師

　
人
吉
警
察
犬
訓
練
所
　
開
田 

宏 

氏

▼
内
　
容
　
し
つ
け
の
基
本
、
服
従
訓

　
練
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
犬
に
よ
る

　
模
擬
訓
練

▼
問
合
せ
先
　
人
吉
球
磨
地
区
狂
犬
病

　
予
防
動
物
愛
護
協
議
会
事
務
局
（
相

　
良
村
役
場
保
健
福
祉
課
内
）

　
電
話
　
３
５
‐
１
０
３
２

税務課固定資産税係からのお知らせ

　家屋を新築、増築または解体された場合は役場税務課まで届出が必要となります。

　また、届出が遅れた場合、前年度以前にさかのぼって固定資産税額を変更することがあります

ので、まだ届出を出されていない方は、速やかに下記の連絡先までご連絡ください。

※家屋を解体された場合、解体後の土地の利用状況によっては、住宅用地特例の対象外となり、

土地の課税標準額および固定資産税額が上がることがあります。　

　ご不明な点がございましたら税務課固定資産税係までご連絡ください。

【連絡先】

多良木町役場税務課　固定資産税係

TEL：０９６６－４２－１２５４
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Information
　
人
吉
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

人
権
に
関
す
る
こ
と
が
ら
を
題
材
と
し

た
「
人
権
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
原
則
、
人
吉
・
球
磨
に

　
お
住
ま
い
の
方

▼
応
募
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、
郵
送

　
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
作
品
は
１
人
３
点
ま
で
。

▼
応
募
期
間
　
10
月
31
日(

火)

ま
で

▼
応
募
先
・
問
合
せ
先

　
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
　
人
権

　
川
柳
係
　

　
〒
８
６
８
‐
０
０
５
６
　
人
吉
市
寺

　
町
２
‐
２
　
（
人
吉
法
務
総
合
庁
舎
）

　
電
話
　
２
２
‐
３
３
９
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２
４
‐
３
６
６
７

人
吉
・
球
磨
人
権
川
柳

コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て

「
看
護
が
つ
な
ぐ
地
域
包
括

ケ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

に
つ
い
て
（
参
加
費
無
料
）

人
吉
准
看
護
学
院
「
生
徒
募
集
」

の
お
知
ら
せ

り
を
考
え
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

　
11
月
26
日(

日)

13
時
～
16
時

▼
場
　
所

　
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ
先

　
公
益
社
団
法
人
熊
本
県
看
護
協
会

　
電
話 

０
９
６
‐
３
６
９
‐
３
２
０
３

　
住
民
・
医
師
・
訪
問
看
護
師
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
行
政
保
健
師
な
ど
が

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
発
表
し
、
地
域
住

民
の
理
解
を
深
め
、
各
職
種
の
つ
な
が

　
准
看
護
師
免
許
取
得
を
ご
希
望
の
学

生
・
社
会
人
の
方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
入
試
日
程
】

▼
願
書
受
付

　
11
月
20
日(

月)

～
12
月
１
日(

金)

▼
試
験
日
　
12
月
10
日(

日)

９
時
～

▼
募
集
人
員
　
40
名

▼
受
験
資
格

　
中
学
校
卒
業(

卒
業
見
込
み)

以
上

▼
試
験
科
目
　(

一
般
常
識
程
度)

国
語
、

　
算
数
、
作
文
、
面
接

▼
問
合
せ
先
　
人
吉
准
看
護
学
院

　
人
吉
市
南
泉
田
町
72
‐
２

　
電
話
　
２
２
‐
２
９
６
２

  青色申告を行っている農家（個人・法人）の方が加入できます。 
② 自然災害だけでなく、価格低下なども含めた収入減少も補償します。 
③ 品目の限定がないので、ほとんどの農作物をカバーします。 
④ 最高で、補償限度９割、支払率９割までの補償が選択できます。 平成３０年度から申込みの受付けが始まります 制度の特徴 
⑤ 納めていただく「保険料」「積立金」には、国の補助があります。 
ご不明な点は、下記まで            農業経営者ごとの収入全体を対象とした 

の紹介をします。 新制度 
青色申告を始めましょう！ 
  青色申告の実績が１年でもあ   れば、加入することができます。 

本     所    0964-25-3202 

球磨支所 0966-45-0531 
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Information

人
吉
球
磨
地
域
障
が
い
者

巡
回
相
談
に
つ
い
て

同
和
問
題
に
関
す
る
正
し
い

理
解
を

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
対
す
る
相

談
事
業
は
人
吉
市
内
の
３
つ
の
事
業
所

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
、
巡
回
相

談
と
し
て
多
良
木
町
内
で
実
施
し
ま
す
。

　
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
ご
家

族
の
皆
さ
ん
の
幅
広
い
相
談
に
応
じ
生

活
を
支
援
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
相

談
内
容
は
外
部
に
漏
ら
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
予
約
不
要
で
す
が
、
事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ

等
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
　
時

　
10
月
27
日(

金)

10
時
～
12
時

▼
場
　
所

　
多
良
木
町
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

　
１
階
中
会
議
室

▼
相
談
員
　
３
名
（
次
の
事
業
所
か
ら

　
各
１
名
）

   

・
相
談
支
援
事
業
所
け
や
き
（
身
体
）

　
・
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
う
ぐ
い
す(

知
的)

　
・
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠
（
精
神
）

　
平
成
28
年
12
月
に
「
部
落
差
別
の
解

消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
現

在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
」
と

し
た
う
え
で
「
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
、

部
落
差
別
の
解
消
を
初
め
て
法
律
で
明

記
し
た
こ
と
で
す
。

　
同
和
問
題
と
は
、
日
本
社
会
の
歴
史

的
発
展
の
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分

階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日

本
国
民
の
一
部
の
人
々
が
長
い
間
、
経

済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
位
の
状

態
を
強
い
ら
れ
、
日
常
生
活
の
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
差
別
を
受
け
る
な
ど
、
我
が

国
固
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
今
な
お
、
こ
う
し
た

人
々
に
対
す
る
差
別
発
言
、
差
別
待
遇

等
の
事
案
の
ほ
か
、
差
別
的
な
内
容
の

▼
問
合
せ
先
　
町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
電
話
　
４
２
‐
１
２
５
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
４
２
‐
２
２
９
３

球
商
・
球
磨
中
央
百
貨
店

～
地
域
へ
届
け
る
笑
顔
と
心
～

　
球
磨
商
業
・
球
磨
中
央
高
校
で
は
、

今
年
度
か
ら
「
球
商
・
球
磨
中
央
百
貨
店
」

と
名
称
を
変
更
し
、
販
売
実
習
を
開
催

し
ま
す
。
協
賛
事
業
所
の
特
産
品
の
販

売
や
復
興
支
援
企
画
「
熊
本
道
の
駅
フ
ェ

ア
」
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
や
餅
投
げ
大
会

の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
人
吉
球
磨
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
大
集
合
！
生
徒
一
同
、
最
大

の
『
お
も
て
な
し
』
で
皆
さ
ま
の
ご
来

店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

文
書
が
送
付
さ
れ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
差
別
を
助
長
す
る
よ
う
な
内
容

の
書
込
み
が
な
さ
れ
る
と
い
っ
た
事

案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
差
別
や
偏
見

に
基
づ
く
こ
う
し
た
行
為
は
、
他
人
の

人
格
や
尊
厳
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。

　
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先
　
町
民
福
祉
課
　
戸
籍
住

　
民
登
録
係

　
電
話
　
４
２
‐
１
２
５
６

障
害
者
の
法
定
雇
用
率

引
き
上
げ
に
つ
い
て

▼
開
催
日
時

　
10
月
21
日(

土)

か
ら
10
月
22
日(

日)

　
開
店
10
時
　
閉
店
15
時

▼
場
所
・
問
合
せ
先
　
熊
本
県
立
球
磨

　
商
業
・
球
磨
中
央
高
等
学
校

　
球
磨
郡
錦
町
西
１
９
２

　
電
話
　
３
８
‐
２
０
５
２

　
す
べ
て
の
事
業
主
に
は
、
法
定
雇
用

率
以
上
の
割
合
で
障
害
者
を
雇
用
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
（
障
害
者
雇
用
率
制

度
）
。
こ
の
障
害
者
法
定
雇
用
率
が
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
引
上
げ
と
な
り
、

民
間
企
業
で
は
現
行
の
２
．
０
％
か
ら

２
．
２
％
（
平
成
33
年
４
月
ま
で
に
更

に
０
．
１
％
引
上
げ
）
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
法
定
雇
用
率
の
変
更
に
伴
い
、

障
害
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

民
間
企
業
の
事
業
主
の
範
囲
が
従
業
員

50
人
以
上
か
ら
45
．
５
人
以
上
（
平
成

33
年
４
月
ま
で
に
は
従
業
員
43
．
５
人

以
上
）
に
広
が
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
主
は
、
毎
年
６
月

１
日
時
点
の
障
害
者
雇
用
状
況
を
ハ
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Information

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
出
張
相
談
会
ｉ
ｎ
人

吉
に
つ
い
て
（
相
談
無
料
）

　
こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、
人
間
関
係

で
悩
ん
で
い
る
、
学
校
に
行
け
な
い
・
行

き
た
く
な
い
、
学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、

働
く
気
が
お
き
な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
や
心
配
事
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
関
係
者
の
方

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

　
10
月
26
日(

木)

10
時
～
16
時

　
※
15
時
30
分
ま
で
に
来
所

▼
場
　
所
　
熊
本
県
球
磨
総
合
庁
舎

　(

人
吉
市
西
間
下
町
86
‐
１)

中
会
議
室

▼
対
象
者
　
主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
方

　
と
そ
の
ご
家
族
、
友
人
・
知
人
、
支
援

　
者
等

▼
問
合
せ
先
　
熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総

　
合
相
談
セ
ン
タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ(

こ

　
こ
ん)

～

　
電
話
　
０
９
６
‐
３
８
７
‐
７
０
０
０

　
（
月
～
金
　
８
時
30
分
～
21
時
）

　
心
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

た
ち
を
家
族
や
関
係
者
だ
け
が
支
え
る

の
で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
支
え
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
　
間
　
11
月
10
日(

金)

か
ら
12
月

　
８
日(

金)

の
毎
週
金
曜
日
　
14
時
～

　
16
時

▼
場
　
所
　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
翠(

み
ど
り)

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

　(

人
吉
市
下
城
本
町
１
４
８
６
‐
４)

▼
募
集
人
員
　
40
名
程
度

▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
締
切
　
11
月
９
日(

木)

　
※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
込
先
・
問
合
せ
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠(

み
ど
り)

　
電
話
　
２
２
‐
２
５
７
０

地
域
住
民
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

開
催
に
つ
い
て

森
林
を
見
直
そ
う
！
」

～
森
林
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま

に
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
～

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
報
告
し
、
障
害
者
の
雇

用
の
促
進
と
継
続
を
図
る
た
め
の
「
障

害
者
雇
用
推
進
者
」
を
選
任
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
障
害
者
の
募
集
、
雇
用
管
理
、
各
種

助
成
金
等
に
関
す
る
相
談
は
、
お
早
め

に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
最
大
限
に
利
活
用
し
た
林
業
の

成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
、
木
材
を

低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
体

制
を
整
備
す
る
た
め
、
森
林
の
面
的
ま

と
ま
り
を
確
保
す
る
「
森
林
の
集
約
化
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
取
組
で
は
、
県
が
、
自
ら
森
林

を
経
営
・
管
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

に
対
し
て
、
所
有
権
の
移
転
を
行
う
た

め
の
「
あ
っ
せ
ん
」
の
支
援
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
球
磨
地
域
振
興
局
農
林

部
林
務
課
（
２
４
‐
４
１
１
５
）
ま
た

は
森
林
整
備
課
（
０
９
６
‐
３
３
３
‐

２
４
４
１
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町から出たゴミの量 可燃ごみ 不燃ごみ

平成２９年９月分 142,800kg   7,930kg

平成２９年度累計
（Ｈ 29. ４月〜Ｈ 29. ９月）（Ａ）

962,270kg 54,910kg

前年度の９月までの累計（Ｂ） 889,640kg 48,540kg

（Ａ）−（Ｂ）   72,630kg   6,370kg

「１・１・１００運動」−1日・１家庭・１００グラムのゴミ減量−

平成 29 年　交通事故発生状況
（　）内は対前年比【９月末現在】

件数
熊本県内 4,345 (-30)

多良木署管内 30 (+5)

多良木町内 6 (±0)

死者数
熊本県内 48 (+1)

多良木署管内 3 (+3)

多良木町内 1 (+1)

傷者数
熊本県内 5,589 (-98)

多良木署管内 28 (-4)

多良木町内 5 (-3)
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文化の日

人のうごき（１０月１日時点）

人口：９，７９５人

男性：４，６００人 女性：５，１９５人

出生：　　　２人 死亡：　　１４人

転入：　　１６人 転出：　　１３人

世帯数：３，８１１世帯

期　日 休日在宅医【11月分】 電　話 休日当番医薬局【11月分】

  3 日  ㈮

古城クリニック（水上村） ４４−０３２１
・クスノキ薬局桜の里店 (47-8123)
・ファーコス薬局多良木いちご (42-6888)
・山口薬局 (42-2123)

　
　
　
　

清 

風 

薬 

局 

サ 

ン 

ロ 

ー 

ド 

免 

田 

店 

　
　
　
　
　
　
　

（ 

４ 

９ 

― 

９ 

６ 

０ 

０ 

）

ほづみ皮膚科医院（錦町） ２６−５３００

球磨村診療所（球磨村） ３２−０３７７

公立多良木病院小児科（多良木町） ４２−２５６０

  5 日  ㈰

こんどう整形外科（あさぎり町） ４５－６５５５

小川整形外科医院（錦町） ３８−３４５５

たかはし小児科内科医院（人吉市） ２４−２２２２

12 日  ㈰

宮原医院（多良木町） ４２−２０８２ ・山口薬局ピーチ店 (42-7712)
・百太郎薬局 (28-8123)
・エスエス堂きりん本町薬局 (45-6330)

脳神経外科小林クリニック（錦町） ３８−５６７０

やまむら医院（あさぎり町） ４５−０００５

19 日 ㈰

渡辺医院（多良木町） ４２−２５４１ ・おかざき薬局 (49-2905)
・高階誠心堂薬局たらぎ店 (42-1117)
・山口薬局 (42-2123)

岩井クリニック（あさぎり町） ４９−２１８１

堤病院附属九日町診療所小児科（人吉市） ２２−２２５１

23 日 ㈭

上球磨クリニック（多良木町） ４２−５８６８

・たらぎ調剤薬局 (43-0221)
・くるみ薬局 (49-9630)

たかの眼科（あさぎり町） ４７−２５５０

球磨村診療所（球磨村） ３２−０３７７

人吉医療センター小児科（人吉市） ２２−２１９１

26 日 ㈰

横山医院（多良木町） ４２−２１３２
・くま薬局 (35-1300)
・エスエス堂きりん本町薬局 (45-6330)

緒方医院（相良村） ３５−０１３１

やまむら医院（あさぎり町） ４５−０００５

町内リサイクル

町内リサイクル

火

5

12

19

6

13

20

7

14

21

8

1

15

22

29 30

9

2

16

23

10

3

18

24

4

11

17

25

日 月 水 木 金 土

図書室休館日

図書室休館日

26 27 28

のくらしカレンダー

母子手帳交付
育児相談

母子手帳交付
育児相談

図書室休館日

図書室休館日

あすなろ会

あすなろ会

カウンセリング
（事前予約制）

カウンセリング
（事前予約制）

カウンセリング
（事前予約制）

１歳２カ月児育児相談

　（H28.8 月生）

6カ月児健診

　(H29.4 月生 )

2 歳児健診

（H27.8 月～ 10月生）
３カ月児健診

　(H29.7 月生 )

1 歳児歯科検診

　（H28.10 月生）

3歳児健診

　(H26.2～4月生)

母子手帳交付（9:30 ～ 11:00）

※受付：9:00 ～

育児相談（13:00 ～ 15:00）

あすなろ会（断酒会）（19:30 ～）

■診療時間は、午前９時から午後５時までです。 

■当番医の変更などがありますので、受診時は医療機関へご確認ください。休日在宅医・当番薬局

11月
毎月１日、２０日は家畜防疫の日

１０月の納税

住民税　　　　　３期

国民健康保険税　６期 の納入月です

お詫び　先月号の人のうごき（人口・世帯数）で誤りがありま

した。正しくは、人口 9,804 人（男 4,603 人、女 5,201 人）、

世帯数 3,813 世帯です。訂正してお詫び申し上げます。

勤労感謝の日

TARAGI えびす

スカイフェスタ

・多良木町文化祭

発表の部（研修ｾﾝﾀｰ）

展示の部（～ 5日）

・たらぎ農林商工祭

・たらぎ農林商工祭

・多良木町ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

・部落解放第 30回熊本
県研究集会人吉球磨大会

・部落解放第 30回熊本
県研究集会人吉球磨大会

町内リサイクルは
　　第１土曜日が
　　・中山運動広場

　　・武道館

　　第３土曜日が
　　・赤坂・里の城

・黒肥地公民館
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旧白濱旅館・予算は？保存した理由は？

まちの透視図～P
パ ー ス ペ ク テ ィ ブ

erspective ～　①

【予算】

　去る９月 30日に旧白濱旅館の竣工記念式典を行いました。こ

の機会に「旧白濱旅館改修」に要した「予算」と「保存の理由」

についてご説明いたします。

　まず、旧白濱旅館の改修事業にかかった事業費総額は 69,436

千円ですが、財源として、国の交付金や熊本県の補助金、過疎債を活用させていただきました

ので、町の実質的な負担額は、全体額の 18.9％程（約 13,176 千円）となりました。

　町はこれまで「金額が一人歩きする」ことを危惧し、情報を公開してきませんでした。これ

では住民の皆さんのご理解を得ることは難しいと思います。町の反省点として今後に生かして

いきたいと思います。

【五間道路界隈】

　多良木町を東西に走る国道 219号線は、五間（幅約９ｍ）道路と呼ばれています。明治 22

年に町村制がしかれ、初代村長が札幌市を視察し帰郷後この道を整備しました。この道沿いに

は、やがて銀行ができ、郵便局、魚市場、多良木女子実科学校などのほか多くの店舗が立ち並

びました。当時、幅員９ｍの道路は珍しく、この道路はその後の多良木町の発展に大きく寄与

しました。

　平成 26年度の町の調査によると、町全体で約 270戸の空き家があり、国道沿いの商店街に

は約 50戸の空き店舗があることがわかっています。急激な人口減少が進んでいます。人口減

少の速度を遅らせ、町の求心力を高めていくには、私たちの住む場所の「相対的価値」を上げ

ていく必要があります。

【文化遺産を保存する理由】

　かつて、国道から正南通りの間に「建国館」という劇場（映画館・芝居小屋）がありました。

ここは二階にあった「向こう桟敷」とともに一階には客席と舞台をつなぐ花道があり、歌舞伎

座を小さくしたようなつくりでした。残念ながら昭和 30年代に焼失してしまいましたが、こ

の建物が保存されていたとしたら、山鹿市の「八千代座」や福岡県飯塚市の「嘉穂劇場」のよ

うに坂東玉三郎や市川海老蔵などの歌舞伎俳優が来るような劇場になっていたはずです。

　東京オリンピックを前に建て替えが検討されている「原宿駅」の近くにケヤキ並木が美しい

明治神宮の表参道があります。この表参道沿いに関東大震災の後に建てられた「同潤会アパー

ト」というモダンな建物がありました。現在は安藤忠雄さん設計の「表参道ヒルズ」という複

合施設になっていますが、あの「同潤会アパート」が歴史ある建物を残す伝統のあるヨーロッ

パにあったとしたら多分保存されていたのだろうという気がします。

　旧白濱旅館の裏手にある旧多良木高校講堂（大集会場）は昭和 10年代に建てられた洋風建

築です。この建物は多良木高校同窓会の方々から保存の要望書が町に提出されています。

　古くとも町の未来につながる可能性を秘めた価値ある文化遺産は残していかなければならな

いと思います。これからも有利な条件で交付金・補助金等を活用しながら魅力ある多良木町を

創っていきたいと思いますので、どうぞ住民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。

多良木町長　吉瀬　浩一郎
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次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に

と
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
温
か
い
善
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
：
受
付
順
）

　

尾　

方　

保　

孝
（
故　

妙
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ぎ
り
町

　

西　

　

智
（

故　

永

田

カ

ズ

ミ

）                                 

　
　
　
　
　
　
　
　

多 

３
区
の
２

　

豊　

永　

宏　

子
（
故　

有
光
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
１
区

　

岡　

村　

ヒ
サ
エ
（
故　

雄
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
５
区
の
２

　

皆　

越　

義　

一
（
故　

イ
チ
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
８
区

　

福　

屋　

冨
士
夫
（
故　

貞
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
５
区

　

松　

尾　

邦　

次
（
故　

正
次
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
２
区
の
１

　

田　

中　

八
千
穂
（
故　

ミ
チ
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　

久
２
区

　

福　

田　

道　

子
（
故　

毅
）

　
　
　
　
　
　
　
　

多
３
区
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球磨ブロック社協災害ボランティアセンター設置訓練 いきいきサロン

情報交換会

　町内３２カ所で取り組まれて

いるいきいきサロン活動の情報

の共有化や活動の活性化を目的

に、各サロンで活躍されている

ボランティアリーダーのみなさ

んに集まっていただき、今年も

情報交換会を開催しました。４

カ所のサロン代表者から、公民

分館や集落センターなどの拠点

を中心に、地域の特性を生かし

た楽しい活動内容の報告があり

ました。

　また、多良木中学校生徒とサ

ロンとの交流事業の協力依頼や、

日頃のサロン活動で役立ててい

ただくために㈱ミタカより「介

護予防の必要性」をテーマに講

話と地域や家庭でできる筋トレ

の指導がありました。

　球磨郡市の社協職員と地域婦人会やボランティアの参加で、大規模災

害を想定した災害ボランティアセンター設置訓練を実施しました。会場

の湯前町では、200 名以上の各市町村の社協職員や地域婦人会、ボラン

ティアが集合し「ボランティアセンター設置・運営」「炊出し」「足湯」

に分かれて訓練を行いました。この訓練は「球磨ブロック社会福祉協議

会災害時相互応援協定」に基づき毎年行っているもので、7 回目となる

今年は、昨年発生した「熊本地震」の被災地で実際ボランティアセンター

の運営にかかわった職員の経験も活か

し、より実践に近い訓練内容で実施さ

れました。

　ご参加いただいた地域婦人会やボラ

ンティアの皆さん、ご協力ありがとう

ございました。

　今年も 10月 1日から 12月 31 日まで全国一斉に赤い羽根共同募金運動が

展開されています。多良木町でも、毎年、町民の皆さまにはご協力をいただき

ありがとうございます。募金の配分金はすべて社協が行う福祉事業の財源とし

て有効に活用させていただいています。皆さまの温かいご支援とご協力をお願

いします。

「赤い羽根共同募金」にご協力ください

じぶんの町を良くするしくみ。
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今
年
も
、
敬
老
月
間
に
福
祉

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
お

互
い
に
助
け
合
い
暮
ら
し
や
す

い
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
た
ら
ぎ
社
協
福
祉

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
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当

日
は
満
員
の
会
場
の
中
、
黒
肥

地
保
育
園
の
年
長
・
年
中
児
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皆
さ
ん
に
よ
る
か
わ
い
い
遊
戯

や
歌
の
発
表
で
開
幕
し
ま
し

た
。
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か
ら
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ス
ト
の
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で
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あ
る
エ
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ク
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ン

の
演
奏
や
「
そ
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み
ま
こ
＆
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O

Y
O

組
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の
歌
を
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。


